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気候変動、資源枯渇、生態系への影響などの観点から、炭素循環やカーボンニュートラル、省エネルギーと

いった環境保全に向けた課題への取り組みが、世界規模で非常に重要かつ緊急の課題とされています。このよう

な背景のもと、私は、砂から得られる高分子素材「シリコーン」に着目しています。

　砂は地球上に豊富に存在する資源の一つであり、それから得られるシリコーンは、主骨格が無機成分で構成さ

れているため、多くの石油由来高分子よりも優れた耐熱性を示します。しかし、これまでの産業界では、シリ

コーンは「柔らかく、水に溶けない高分子素材」としての用途が主流でした。

　そこで私は、シリコーンにイオン基を大量

に導入することで、水溶性のシリコーンを開

発しました。このアプローチは、乾燥状態で

は石油由来レジンのように硬化するという、

想定外の特性の発見にもつながりました。さ

らに、「絶乾状態で堅硬、吸湿状態で柔軟」

という湿度応答性を活用することで、接着剤

や表面処理剤としての応用が可能であること

が示されました。また、従来の柔軟かつ疎水

的なシリコーンを、これまでとは全く異なる

アプローチで摩擦低減剤として利用する研究

も進めています。従来の常識にとらわれるこ

となく、シリコーンの多様な可能性を信じ、

そのポテンシャルを探索し続けています。
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